
 多摩町の森林　 御蔵島村の森林　 八 子市の森林

 出 令和２年  東京の森林・林業（東京都）

ha

 計 は 入の関係で わない場 がある。

　
木

多  摩 3  3     

3   3   

33  3 3   

　東京の の の

　

 東 京 の
  東京は、 1, 00 もの人 を有する世 有数の大都市でありながら、 の 割を森林
が占めており、 の は 79,000ha に及 ます。 のうち、多摩地域には 53,000ha の森
林があり、スギやヒノキ等から成る人工林のほか、多様な樹 で 成される 林が広がってい
ます。また、島しょ地域には 林を主とした 26,000ha の森林があり、島ごとに特徴ある景
観を 成し、豊かな生 を育 でいます。

 　東京の の

東京の の
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の 多

の

 出 「地球環境・人間生活に関わる農業及 森林の多 的な機能の評価について」（ 本学術会 ）

景観・ 、学習・ 育、芸術、 ・ 、伝 化、地域 持

産
木材、 料（きのこ等）、
工業原料、工芸材料

多
伝子保全、生物 保全、

生 保全
地球温暖化の 和、
地球の の安定

療 、保 、行楽、スポーツ

水 和、水資源 留、
水量 、水 化

防止、 層 防止、
の他 防止、 防止、

防 、防

和、大 化、快適生活
環境 成（ 防止）

 の多
  東京の森林は、木材を供 するほか、豊かな水源を育み、 の 出を えて都民を から
る重要な 割を果たしています。さらに、都市部に い森林として、 末には多くの人々が自
の しを求めて訪れるほか、子どもたちの環境 育の場や、企業等の社会貢献活動の場としても
利用されており、様々な で都民の生活に貢献しています。

    の多
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下層植生が豊かな
スギ・ヒノキ林

下層植生が した
スギ・ヒノキ林

の 出量が多い
防止機能の 下

に する水の量が少ない
水源 機能の 下

林内が い

下草などが しい

木の が細長い

林内が明るい

下草などが

木の生育が い

森林の多 的機能を高度に発

3  
　多摩地域の山間部や島しょ地域では、産業の ・空 化が されており、 用機会の 出
が 題となっています。このような地域に豊富に する森林を活用する林業は、持続的に 用
を生み出し、地域振興に貢献しています。
　また、スギやヒノキの人工林は、間伐などの適切な 入れを加えることで、 木の生育が く
なり、木材としての が向上するだけでなく、 に い森林となります。加えて、林内に適
度な光が入ることで下草などが し、水源 機能などの公 的機能が向上します【資料 1-2】

【資料 1-3】。
　このように林業は、 用を 出することで地域の活力を 持するとともに、公 的機能の高い
森林を育成することにおいて、 めて重要な 割を担っています。

    の

の

の
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　スギやヒノキの人工林は、 な木材生産に加え、水源 機能や 防止機
能を高めるため、適切な時期に 入れを施す必要があります。

  3  の

通 は 木を 1ha 当たり 2,000 ,000
本植え付けます。

植栽後の 年間、植栽木の生長を げる
草木を刈り います。

木の生長を げるツルや 木を取り除きま
す。

生育に 要な を切り とします。
が少なく、 の太さが 一な 木に生長します。

木の み に応じて、伐採 間引き
することで、 した 木の生長を促します。
利用可能な間伐材は 出して有効利用します。

収 の時期に達した 木を伐採します。
収 する林 は樹 や用 によって異なります。
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 木材 利用
　木材を利用することで、 の収 が木材生産活動に 元され、人工林を伐って利用し、植え替え、
育てていく 環（以下「森林 環」という。）が促されます。森林 環は、 い人工林が生長する

で、温 効果ガスである二酸化炭素を多く吸収し、炭素として 蔵するため、地球温暖化対
策につながります【資料 1- 】。さらに、樹木は木材として利用されている間、 蔵した炭素を二
酸化炭素として大 中に 出することはありま 。よって、 宅や家 などとして木材が利用
されている分だけ、大 中の二酸化炭素量は ることになります【資料 1-5】。また、これらを
やしたときには二酸化炭素が発生しますが、もともと大 中に していたものなので、長期的
に見れば大 中の二酸化炭素量の はありま 。この考え方は「カーボン ートラル」と

われています。また、 料として活用すれば、 の分だけ化 料の使用を らすことができ
ます。このように、木材を利用することは、林業の振興はもとより、地球温暖化の 和に大きく
貢献することになります。
　また、木材を内 に利用することで ラ クス効果が高まるなど、木材や木 空間がもたらす
様々な効果・効能が、 学的に明らかになっています【資料 1-6】。

    

森林は、 くて生長が な時期
に、二酸化炭素を多く吸収します。

出可能な間伐
材は有効利用し
ます。

木材の 時に 出さ
れる二酸化炭素は、森林
が生長する で大 中
から吸収したものです。
よって、長期的に見れば、
大 中の二酸化炭素量の

はありま 。

利用の時期を えた森
林を計画的に伐採・
出することで、木材を
安定的に供 します。

木材は、 宅や家 などに利用されている間は、二酸化炭素
を固定し続けています。よって、都市部で多くの木材を使う
ことは、都市部に森林を造ることに い効果が期待できます。

生長に応じて、施業を適切に実施することで健全な森林が育ちます。
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3
東京おもち 美術 ち 木育広場

3
上 座 ホーム上家

   木 の の

   木材 木

「とうきょう森づくり貢献認証制度」【資料 3-19】により都が認証した、二酸化炭素の固定量の例です。

の

木材の りは を 下さ るなど体を ラ クスさ ること 
が明らかになっています。内 を木 化することで の が
向上し、 中の作業効 が高まる 向が確認されています。

木材は たさを じにくく、 れた時の生理的スト スが生じ
にくい材料です。また、 力を和らげる効果もあり、フ ー

ングなど人の体が直 れる用 に適しているといえます。

木材の り成分はスト スを し、 細 の働きを向上さ
ることが報告されています。

内 に使われた木材は、「あたたかい」「明るい」「快適」など
の い印象を与えることが明らかにされています。

木材を内 に用いると、 内空間の 度をある 度一定に保つ
効果があり、 ごしやすい環境づくりが可能となります。

木材に まれる様々な成分は、 物 の吸着や、大 染物
の除 、 菌の効果をもたらします。

木材の い成分による の防除効果が報告されています。
 出 「 学的 ータによる木材・木造建築物の 」（林野 ）

の

の

の

の

の
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 保全林イメージ
 生産林イメージ
 花粉の少ない

　 ヒノキ

 多摩産材を使った木造 宅
 市場に 多摩産材

　都は、 成 30 年 11 月にフ スト ジ ンを策定し、東京における森林整備と木材利用の
未来の を つのメ ージに めて発信しました。 人たちが数 年から数 年の時間をかけ
て り続けてきた森林を、 世代に健全な で引き継ぐため、都はフ スト ジ ンを まえ、
長期的かつ広域的な 野で施策に取り組 でいきます。

　   の東京の の   東京

の 多摩産材の 産 拡大
　 の の
　 大

木材の「 産 」 の  

　 の 「 」
　

の   
　 の多摩産材 「東
　京  「東京 」
　 の 産
　 多摩 の 木
　材産 の

多
　 の 多摩
　 の

多摩 の  の
　 用 産 の
　

 

 

 3

 研修を受ける新 業者
 シカの防 を運 するための ーン
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大
　  
　

の 産
　 産 の
　 産 の

大 東
　京 の 「東京
　 」
　 の

東京 の
　 木材 用
　 産木材の利用 「木の 」
　 の 東京 「木の 」

の木材
　

 森のサテライト フィス（イメージ）
 ツ ークライミング　  子どもたちの植樹体験

⑬
⑭

 6

 7

 ホンジカ  カ シカ  ツキノワグマ  ムササ  アカコ コ

 5

 原村 島の  　　  ツバキの花

 国産木材を使用した建築物
（令和元年 シティ  ル
建築  最 ）

 木
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